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を描 くo Lと,直線 y- ye(cl(y｡)-0)によって分けられる各領域は, dO/dyの
符号を異にする｡第 1図は(3)の例であるoまた,平衡点, (y｡,㌔ )に近づくとき,
(4)から
(芸)e-2 些dy
となるから,初期値, y｡,U｡に応じてたとえば第2図のA- E,B→ Eのように, 0
は yの緩和とともに曲折ある変化をするo











IQ(t)e~stdt-¢〔S〕 ¢(t)-<｡Xpi/ W(t′)dt′>t o
で定義された 卵S〕はきれいな形の連分数表示をもつ.もっと一般に
芸 - ,(a)i
というstochastic Liouville eq. で基本的な確率過程 W(t)がGaussian-Markoff




































たが,充分な結果に達しなかった (高河原 :修士論文1974)｡ 最近またこの間
題を取上げているので,わかったこと,わからないことを二三コメントした｡
不可逆過程の古典的及び量子的変分原理
名大工 中 野 藤 生
§序言
ボルツマン方程式に,不可逆過程の典型的性格が少からず反映しいる｡とくに定常状
態におけるエントロピー生成率に関連した変分原理はその最も基本的なものである｡そ
の内容をできるだけ簡潔十分に述べておきたい｡
ボルツマン方程式という現象論的段階を越えて原子力学的段階にまでさかのぼるとき,
変分原理がどのように修正されるかという点を次に論ずる｡原子力学的段階の基本方程
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